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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 用 懸 架 装 置 に 用 い ら れ る ス プ リ ン グ に お い て 、
コ イ ル 状 の 線 材 に て 構 成 さ れ た ば ね 部 で あ っ て 、 当 該 線 材 の 表 面 に 被 覆 層 を 有 す る ば ね 部  
と 、
前 記 ば ね 部 の 座 巻 部 に 接 触 す る シ ー ト 部 で あ っ て 、 当 該 ば ね 部 に 作 用 す る 荷 重 を 受 け る ゴ  
ム 製 の シ ー ト 部 と を 備 え 、
前 記 座 巻 部 の 端 部 か ら ０ ． ５ ５ 巻 以 上 ず れ た 部 位 を 可 動 部 と し 、 前 記 ば ね 部 に 作 用 す る 荷  
重 方 向 と 直 交 す る 方 向 を 幅 方 向 と し た と き 、
前 記 シ ー ト 部 の う ち 少 な く と も 前 記 可 動 部 に 対 応 す る 部 位 は 、 幅 方 向 寸 法 が 前 記 線 材 の 直  
径 寸 法 の １ ． ２ ５ 倍 以 下 と な る 可 動 域 支 持 部 、 及 び 前 記 可 動 域 支 持 部 よ り 下 方 側 に 設 け ら  
れ た 当 該 可 動 域 支 持 部 よ り 大 き な 幅 方 向 寸 法 と な る 部 位 を 有 し て 段 付 き 状 に 構 成 さ れ て い  
る 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 開 示 は 、 車 両 用 懸 架 装 置 に 用 い ら れ る ス プ リ ン グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 懸 架 装 置 用 サ ス ペ ン シ ョ ン で は 、 コ イ ル ば ね と 金 属 製 の ス プ  

請求項の数　1　（全7頁）



10

20

30

40

50

JP 7010733 B2 2022.1.26(2)

リ ン グ シ ー ト と の 間 に ラ バ ー シ ー ト 、 つ ま り ゴ ム 製 の シ ー ト 部 が 配 置 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ８ １ ７ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
シ ー ト 部 は ゴ ム 製 で あ る の で 、 当 該 シ ー ト 部 は 、 コ イ ル ば ね に 作 用 す る 荷 重 （ 以 下 、 単 に  
荷 重 と い う 。 ） の 大 き さ に 応 じ て 弾 性 変 形 す る 。 こ の た め 、 シ ー ト 部 の う ち コ イ ル ば ね と  
接 触 す る 部 位 が 荷 重 の 変 動 に 応 じ て 増 減 変 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
つ ま り 、 荷 重 が 大 き く な る と 、 シ ー ト 部 と コ イ ル ば ね と の 接 触 面 積 が 大 き く な る 。 荷 重 が  
小 さ く な る と 、 シ ー ト 部 と コ イ ル ば ね と の 接 触 面 積 が 小 さ く な る 。 換 言 す れ ば 、 シ ー ト 部  
に は 、 常 に コ イ ル ば ね と 接 触 し て い る 部 位 、 及 び 荷 重 が 増 大 し た と き の み コ イ ル ば ね に 接  
触 す る 部 位 （ 以 下 、 接 触 部 と い う 。 ） が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
接 触 部 は 、 シ ー ト 部 が 圧 縮 変 形 し た と き に 大 き な 接 触 面 圧 で コ イ ル ば ね と 圧 接 し 、 シ ー ト  
部 が 復 元 し た と き に 当 該 接 触 面 圧 が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 接 触 部 は 、 荷 重 変 動 に 応 じ て  
コ イ ル ば ね を 擦 る よ う に 当 該 コ イ ル ば ね に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 荷 重 変 動 が 経 年 的 に 繰 り 返 さ れ る と 、 接 触 部 に よ り コ イ ル ば ね が 擦 ら れ 、 当  
該 コ イ ル ば ね の 保 護 被 覆 が 損 傷 し 、 コ イ ル ば ね が 早 期 に 損 傷 し て し ま う お そ れ が あ る 。
本 開 示 は 、 上 記 点 に 鑑 み 、 コ イ ル ば ね 等 の ば ね 部 が 早 期 に 損 傷 し て し ま う こ と を 抑 制 可 能  
な 車 両 用 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ の 一 例 を 開 示 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
車 両 用 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ は 、 コ イ ル 状 の 線 材 （ ２ Ａ ） に て 構 成 さ れ た ば ね 部 （ ２ ） で  
あ っ て 、 当 該 線 材 （ ２ Ａ ） の 表 面 に 被 覆 層 を 有 す る ば ね 部 （ ２ ） と 、 ば ね 部 （ ２ ） の 座 巻  
部 （ ２ Ｃ ） に 接 触 す る シ ー ト 部 （ ３ ） で あ っ て 、 当 該 ば ね 部 （ ２ ） に 作 用 す る 荷 重 を 受 け  
る ゴ ム 製 の シ ー ト 部 （ ３ ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ば ね 部 （ ２ ） に 作 用 す る 荷 重 方 向 と 直 交 す る 方 向 を 幅 方 向 と し た と き 、 シ ー ト 部 （ ３ ） の  
少 な く と も 一 部 に は 、 例 え ば 、 幅 方 向 寸 法 （ Ｗ ｏ ） が 線 材 （ ２ Ａ ） の 直 径 寸 法 の １ ． ２ ５  
倍 以 下 と な る 可 動 域 支 持 部 （ Ａ ｏ ） が 設 け ら れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 当 該 シ ー ト 部 （ ３ ） で は 、 実 質 的 に 接 触 部 （ Ｂ ） が 存 在 し な い 構 成 と な る （  
図 ３ 参 照 ） 。 し た が っ て 、 当 該 車 両 用 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ で は 、 被 覆 層 （ ２ Ｂ ） が 接 触  
部 （ Ｂ ） に よ り 擦 ら れ る こ と が 抑 制 さ れ る の で 、 ば ね 部 （ ２ ） が 早 期 に 損 傷 し て し ま う こ  
と を 抑 制 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
因 み に 、 上 記 各 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 構 成 等 と の 対 応 関 係 を  
示 す 一 例 で あ り 、 本 開 示 は 上 記 括 弧 内 の 符 号 に 示 さ れ た 具 体 的 構 成 等 に 限 定 さ れ る も の で  
は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ス プ リ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る シ ー ト 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る シ ー ト 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る シ ー ト 部 の 効 果 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 の 「 発 明 の 実 施 形 態 」 は 、 本 開 示 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す も の で  
あ る 。 つ ま り 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 特 定 事 項 等 は 、 下 記 の 実 施 形 態 に 示 さ れ  
た 具 体 的 構 成 や 構 造 等 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 各 図 に 付 さ れ た 方 向 を 示 す 矢 印 等 は 、 各 図 相 互 の 関 係 を 理 解 し 易 く す る た め に 記 載  
さ れ た も の で あ る 。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 各 図 に 付 さ れ た 方 向 に 限 定 さ れ る も の  
で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
少 な く と も 符 号 が 付 さ れ て 説 明 さ れ た 部 材 又 は 部 位 は 、 「 １ つ の 」 等 の 断 り が さ れ た 場 合  
を 除 き 、 少 な く と も １ つ 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 「 １ つ の 」 等 の 断 り が な い 場 合 に は 、  
当 該 部 材 は ２ 以 上 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
１ ． 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ の 概 要
本 実 施 形 態 は 、 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ を 車 両 の 前 輪 用 懸 架 装 置 に 適 用 し た も の で あ る 。 図  
１ に 示 さ れ る 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ １ （ 以 下 、 ス プ リ ン グ １ と い う 。 ） は 、 ば ね 部 ２ 及 び  
シ ー ト 部 ３ 等 を 少 な く と も 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ば ね 部 ２ は 、 金 属 製 の 線 材 ２ Ａ に よ り 構 成 さ れ た ば ね で あ る 。 線 材 ２ Ａ の 表 面 に は 、 当 該  
線 材 ２ Ａ 全 体 を 覆 う 被 覆 層 ２ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る ば ね 部 ２ は 、  
コ イ ル 状 に 成 形 さ れ た コ イ ル ば ね で あ る 。 被 覆 層 ２ Ｂ は 、 熱 硬 化 性 樹 脂 等 の 樹 脂 に て 形 成  
さ れ た 薄 膜 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
シ ー ト 部 ３ は 、 ば ね 部 ２ に 作 用 す る 荷 重 を 受 け る 懸 架 装 置 用 ラ バ ー シ ー ト の 一 例 で あ る 。  
当 該 シ ー ト 部 ３ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 変 形 可 能 な 樹 脂 に て 構 成 さ れ て い る 。 シ ー ト 部 ３ に は 、  
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 線 材 ２ Ａ が 嵌 り 込 む 溝 部 ３ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
溝 部 ３ Ａ は 、 座 巻 部 ２ Ｃ （ 図 １ 参 照 ） を 構 成 す る 線 材 ２ Ａ が 嵌 り 込 む 溝 で あ る 。 つ ま り 、  
シ ー ト 部 ３ は 、 コ イ ル 状 に 構 成 さ れ た ば ね 部 ２ の 軸 線 方 向 一 端 に 配 置 さ れ 、 座 巻 部 ２ Ｃ に  
接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ ． シ ー ト 部 の 構 成
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト 部 ３ に は 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い る 。 可 動 域 支 持  
部 Ａ ｏ の 位 置 は 、 座 巻 部 ２ Ｃ の 可 動 部 Ａ （ 図 １ 参 照 ） に 対 応 す る 位 置 で あ る 。 可 動 部 Ａ は  
、 少 な く と も 座 巻 部 ２ Ｃ の 端 部 か ら ０ ． ５ ５ 巻 以 上 ず れ た 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ で は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 幅 方 向 寸 法 Ｗ ｏ が 座 巻 部 ２ Ｃ を 構 成 す る  
線 材 ２ Ａ の 直 径 寸 法 Ｄ ｏ の １ ． ２ ５ 倍 以 下 と な っ て い る 。 幅 方 向 と は 、 ば ね 部 ２ に 作 用 す  
る 荷 重 方 向 （ 図 ３ で は 、 上 下 方 向 ） と 直 交 す る 方 向 を い う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
３ ． 本 実 施 形 態 に 係 る 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ の 特 徴
シ ー ト 部 ３ は ゴ ム 製 で あ る の で 、 当 該 シ ー ト 部 ３ は 、 座 巻 部 ２ Ｃ に 作 用 す る 荷 重 （ 以 下 、  
単 に 荷 重 と い う 。 ） の 大 き さ に 応 じ て 弾 性 変 形 す る 。 こ の た め 、 シ ー ト 部 ３ の う ち 座 巻 部  
２ Ｃ と 接 触 す る 部 位 が 荷 重 の 変 動 に 応 じ て 増 減 変 動 す る 。 つ ま り 、 荷 重 が 大 き く な る と 、  
シ ー ト 部 ３ と 座 巻 部 ２ Ｃ と の 接 触 面 積 が 大 き く な る 。 荷 重 が 小 さ く な る と 、 シ ー ト 部 ３ と  
座 巻 部 ２ Ｃ と の 接 触 面 積 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
仮 に 、 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い な い 構 成 、 つ ま り 図 ３ の 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る 構 成  
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で あ る と 、 シ ー ト 部 ３ に は 、 荷 重 の 有 無 に 依 ら ず 常 に 座 巻 部 ２ Ｃ と 接 触 し て い る 部 位 （ 溝  
部 ３ Ａ の 内 壁 ） 、 及 び 荷 重 が 増 大 し た と き の み 座 巻 部 ２ Ｃ に 接 触 す る 部 位 （ 以 下 、 接 触 部  
Ｂ と い う 。 ） が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
大 き な 荷 重 Ｆ が シ ー ト 部 ３ に 作 用 す る と 、 接 触 部 Ｂ は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 大 き く 変  
形 し て 座 巻 部 ２ Ｃ と 圧 接 す る 。 シ ー ト 部 ３ が 復 元 す る と （ 図 ３ 参 照 ） 、 接 触 部 Ｂ が 座 巻 部  
３ Ｃ か ら 離 間 し て シ ー ト 部 ３ と 座 巻 部 ２ Ｃ と の 接 触 面 圧 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
つ ま り 仮 に 、 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い な い 構 成 で は 、 接 触 部 Ｂ は 、 荷 重 変 動 に 応  
じ て 座 巻 部 ２ Ｃ を 擦 る よ う に 当 該 座 巻 部 ２ Ｃ に 接 触 す る 。 し た が っ て 、 荷 重 変 動 が 経 年 的  
に 繰 り 返 さ れ る と 、 接 触 部 Ｂ に よ り 座 巻 部 ２ Ｃ が 擦 ら れ 、 当 該 座 巻 部 ２ Ｃ の 保 護 被 覆 が 損  
傷 し 、 座 巻 部 ２ Ｃ が 早 期 に 損 傷 し て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ １ で は 、 幅 方 向 寸 法 Ｗ ｏ が  
座 巻 部 ２ Ｃ の 直 径 寸 法 の １ ． ２ ５ 倍 以 下 と な る 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い る 。 こ の  
た め 、 本 実 施 形 態 に 係 る シ ー ト 部 ３ で は 、 接 触 部 Ｂ が 存 在 し な い 構 成 と な る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ １ で は 、 被 覆 層 ２ Ｂ が 接 触 部  
Ｂ に よ り 擦 ら れ る こ と が 抑 制 さ れ る の で 、 ば ね 部 ２ が 早 期 に 損 傷 し て し ま う こ と を 抑 制 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 説 明 か ら 明 ら か よ う に 、 可 動 部 Ａ は 、 座 巻 部 ２ Ｃ の う ち 荷 重 変 動 に よ り 大 き く 変 位 す  
る 部 位 で あ る 。 こ の た め 、 シ ー ト 部 ３ の う ち 可 動 部 Ａ に 対 応 す る 部 位 に は 接 触 部 Ｂ が 発 生  
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
換 言 す れ ば 、 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ は 、 仮 に 、 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い な い 構 成 で あ  
っ た な ら ば 、 荷 重 変 動 に 応 じ て 座 巻 部 ２ Ｃ を 擦 る 接 触 部 Ｂ が 存 在 し た で あ ろ う 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 発 明 者 等 は 、 シ ー ト 部 ３ を 天 然 ゴ ム 系 ゴ ム 製 と し 、 荷 重 Ｆ を １ ６ ５ ０ Ｎ ～ ５ ２ ０ ０  
Ｎ の 範 囲 で 周 期 的 に 変 動 さ せ る 試 験 を 実 施 し た 。 当 該 試 験 に よ る と 、 実 用 上 、 十 分 な 効 果  
が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
上 述 の 実 施 形 態 で は 、 座 巻 部 ２ Ｃ の 端 部 か ら ０ ． ５ ５ 巻 以 上 ず れ た 部 位 に 対 応 す る 位 置 に  
可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が 設 け ら れ て い た 。 し か し 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 発 明 は こ れ に 限 定 さ  
れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 当 該 発 明 は 、 例 え ば 、 溝 部 ３ Ａ 全 域 に 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ が  
設 け ら れ た 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ト 部 ３ は 天 然 ゴ ム 系 ゴ ム 製 で あ っ た 。 し か し 、 本 明 細 書 に 開 示  
さ れ た 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 シ ー ト 部 ３ は 、 天 然 ゴ ム 系 ゴ ム  
以 外 の ゴ ム 製 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 述 の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ト 部 ３ は 、 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ よ り 下 方 側 の 幅 方 向 寸 法 が 、 当 該  
可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ の 幅 方 向 寸 法 よ り 大 き い 構 成 で あ っ た 。 し か し 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た  
発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 当 該 発 明 は 、 例 え ば 、 可 動 域 支 持 部 Ａ  
ｏ よ り 下 方 側 の 幅 方 向 寸 法 が 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ の 幅 方 向 寸 法 と 同 一 寸 法 、 又 は 可 動 域 支 持  
部 Ａ ｏ よ り 下 方 側 の 幅 方 向 寸 法 が 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ の 幅 方 向 寸 法 未 満 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 述 の 実 施 形 態 に 係 る 可 動 域 支 持 部 Ａ ｏ の 幅 方 向 寸 法 Ｗ ｏ は 、 線 材 ２ Ａ の 直 径 寸 法 の １ ．  
２ ５ 倍 以 下 の 幅 方 向 寸 法 で あ っ た 。 し か し 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ  
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る も の で は な い 。 つ ま り 、 当 該 発 明 に 係 る シ ー ト 部 ３ は 、 接 触 部 Ｂ が 存 在 し な い 構 成 で あ  
れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 本 開 示 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 の 趣 旨 に 合 致 す る も の で あ れ ば よ く  
、 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 し た が っ て 、 上 述 し た 複 数 の 実 施 形 態 の う  
ち 少 な く と も ２ つ の 実 施 形 態 を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ …  懸 架 装 置 用 ス プ リ ン グ
２ …  ば ね 部
２ Ａ …  線 材
２ Ｂ …  被 覆 層
２ Ｃ …  座 巻 部
３ …  シ ー ト 部
３ Ａ …  溝 部
３ Ａ …  座 巻 部
３ Ｃ …  座 巻 部
Ａ ｏ …  可 動 域 支 持 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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